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第97号　 令 和４年５月

新町マルシェと井原堤の桜



新年度の予算が決まりました
令和４年度予算審議

　２月定例会において、市長から令和４年
度の予算案が提案され、３月１６日・１８日
の２日間、予算決算委員会を開催し、その
内容について審査を行いました。
　その結果、全ての予算案が原案どおり可
決され、令和４年度の市の予算の使い道が
決まりました。その中から主な事業を紹介
します。

予算総額

一般会計予算内訳

議 会 費 ２億１, １２４万７千円

総 務 費 ３６億６, ６７２万９千円

民 生 費 ６２億２, ８２４万１千円

衛 生 費 ２６億７, ８７２万　　円

労 働 費 ４, ２６５万４千円

農林水産業費 ５億１, ９４４万２千円

商 工 費 １０億５, ９７７万６千円

土 木 費 ２３億９, ５７７万１千円

消 防 費 ８億３, ７９０万２千円

教 育 費 ３２億７, ４１１万　　円

災 害 復 旧 費 １億５, ０５７万　　円

公 債 費 １９億４, ９８３万８千円

予 備 費 ３, ０００万　　円

一般会計歳入

一般会計歳出

４３１億８,５７０万４千円
（前年度当初比３．５％増）

【予算内訳】

一般会計　２３０億４,５００万円

特別会計　１１５億４,６９０万円

企業会計　　８５億９,３８０万４千円
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令和４年度予算編成の特徴

井原市第７次総合計画　『理念・目標』

　厳しい財政環境やコロナ禍の中にあっても、「将来を見据えた元気なまちづくり」に向けて、本市の
まちづくりの指針となる「井原市第７次総合計画」「第２期　元気いばら まち・ひと・しごと創生 総
合戦略」等に掲げる各種事業を着実に推進するとともに、「将来にわたり持続可能な財政運営」の確立
を図ることを基本に予算編成が行われています。

基本理念「輝くひと　未来創造都市　いばら」
基本目標１　伝統、文化が引き継がれ、郷土を愛する人が育まれるまちづくり【教育・文化】
基本目標２　地域の宝を生かし、魅力がいっぱいで、活力にあふれるまちづくり【産業・交流】
基本目標３　子育てしやすく、誰もが生きがいをもち、いきいきと暮らせるまちづくり【健康・医療・福祉】
基本目標４　安全・安心で、美しい自然と調和した、みんなが住みよさを実感できるまちづくり

【環境・防災・防犯・都市基盤】

主な事業の紹介
【事業名】ふるさと井原の未来を創る

ひとづくり事業
【事業費】１，１００万円
【内　容】
子どもたちがふるさと井原を自らの
活躍の場に選んでもらうようワーク
＆ライフキャリア教育を推進します。

【事業名】学校施設長寿命化事業

【事業費】８，８１０万円
【内　容】
学校施設長寿命化計画等に基づく学
校施設の整備として、木之子小・芳
井小・美星小・美星中学校の屋上防
水工事、青野小・芳井小・木之子中
学校の体育館床面塗装工事、高屋小・
木之子中学校の体育館照明器具取替
修繕を行います。

【事業名】田中美術館新館建設事業・
田中苑整備事業

【事業費】７億９６９万３千円
【内　容】
新館建設工事は、令和４年１０月完
成を目指し工事を進め、完成後は令
和５年４月予定のリニューアルオー
プンに向けて、所蔵作品の戻し入れ、
備品購入等の準備を行います。また、
田中苑も新美術館との一体的な整備
を行います。

【事業名】いばらＬＩＦＥスタート応援
メニュー

【事業費】７，４６９万９千円
【内　容】
移住・定住促進のため、移住者住宅
新築等補助金、中古住宅活用補助金、
スマイルプラス補助金、分譲宅地開
発助成金、四季が丘団地助成金、井
原市奨学資金の返還半額免除、奨学
金返還支援補助金の７事業を行いま
す。

【事業名】元気いばら商工業成長支援
事業

【事業費】４億１，５５０万円
【内　容】
地場企業の生産性を高めるとともに、
新たな事業展開、成長戦略への取組
を積極的に後押しすることで、稼ぐ
力の向上を図ります。また、新規創
業者への支援や新たな企業立地に向
けた取組みを進めるとともに、市内
全体の賑わいや新たな雇用を創出し、
地域経済の成長発展を促進します。

【事業名】創真創業支援基金の設置

【事業費】２億円
【内　容】
創真株式会社からの寄附金を活用し
た新たな創業支援事業へ充てるため
の基金を設置します。

【事業名】仁井山残土処理場整備事業

【事業費】２億６００万円
【内　容】
青野町仁井山地内へ公共残土処理場
を整備します。（令和６年度搬入開始
予定）
令和４年度：調整池工事

【事業名】第２弾元気応援いばらプレ
ミアム付商品券事業

【事業費】１億１００万円
【内　容】
新型コロナウイルス感染症の影響を
受けている地域経済を迅速に回復さ
せるため、プレミアムを付与した商
品券を販売し、市内での消費喚起を
図ります。

【事業名】感染症対策リフォーム補助金

【事業費】２，０００万円
【内　容】
新型コロナウイルス感染症対策に対
応した住環境の整備及び事業活動の
維持・向上を図るとともに、市内経
済の活性化を促進します。
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　２月２８日から３月２４日にかけて、２月市議会定例会が開かれました。２月定例会における各
議案の案件名と議決結果は次のとおりです。

２ 月 定 例 会 ２月２８日～３月２４日
（２５日間）

議案番号 件　　　　　　　名 議決結果
　　予　算　議　案

議案第　１号 令和３年度井原市一般会計補正予算（第１０号） 原案可決
（全会一致）

議案第　２号 令和３年度井原市病院事業会計補正予算（第３号） 原案可決
（全会一致）

議案第　３号 令和４年度井原市一般会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　４号 令和４年度井原市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　５号 令和４年度井原市後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　６号 令和４年度井原市介護保険事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　７号 令和４年度井原市産業団地開発事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　８号 令和４年度井原市美星地区畑地かんがい給水事業特別会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第　９号 令和４年度井原市水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１０号 令和４年度井原市病院事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１１号 令和４年度井原市工業用水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１２号 令和４年度井原市簡易水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１３号 令和４年度井原市下水道事業会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１４号 令和４年度井原市大倉財産区会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１５号 令和４年度井原市東水砂財産区会計予算 原案可決
（全会一致）

議案第１６号 令和４年度井原市宇戸財産区会計予算 原案可決
（全会一致）

　　条　例　議　案

議案第１７号 井原市個人情報保護条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第１８号 井原市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第１９号 井原市非常勤職員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２０号 井原市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２１号 創真創業支援基金条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２２号 井原市営住宅条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）

議案第２３号 井原市空家等対策の推進に関する条例について 原案可決
（全会一致）

　　条　例　議　案（追　加　議　案）

議案第２９号 井原市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決
（全会一致）
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議案番号 件　　　　　　　名 議決結果
　　そ　の　他

議案第２４号 岡山県西部衛生施設組合規約の変更について 原案可決
（全会一致）

議案第２５号 井原市特別養護老人ホーム「星の郷」の指定管理者の指定について 原案可決
（全会一致）

議案第２６号 工事請負契約の変更について 原案可決
（全会一致）

議案第２７号 市道路線の認定及び変更について 原案可決
（全会一致）

議案第２８号 教育委員会教育長の任命につき同意を求めることについて 同　　意
（全会一致）

　　決　　　議

決議第　１号 議案第３号　令和４年度井原市一般会計予算に対する附帯決議について 原案可決
（全会一致）

決議第　２号 ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議について 原案可決
（全会一致）

令和４年度井原市一般会計予算に対する附帯決議を可決令和４年度井原市一般会計予算に対する附帯決議を可決
・決議第１号　議案第３号　令和４年度井原市一般会計予算に対する附帯決議について

（全会一致で原案可決）

　令和４年度井原市一般会計予算案については、事務基準等を超えた予算案件が提案説明に続く
議案審議等で明らかになりました。令和３年１２月市議会定例会において、事務を推進するに当
たっては、要綱等を遵守し行って頂きたいと附帯決議を提出したところですが、対応は不十分と
いう予算案であります。
　また、人口減少対策として、新たに定住者から移住者に特化した優遇措置を講じられていますが、
一方で「郷土愛の醸成」という名目で多額の予算が計上されており、市民に対する配慮に欠ける
予算案でもあります。市長をはじめ執行部には事務を推進するに当たっては、健全な行財政運営
とともに、事務基準等を遵守し公益性を精査した上で提案、執行して頂きたいと改めて以下のと
おり附帯決議を提出致します。

１）予算をはじめ行政事務推進に当たっては、各種の事務基準等を再度確認し、遵守して行うこと。
２）内部・外部行財政改革審議会等を開催し、抜本的な行財政改革を行うこと。
３）移住者政策も必要とは思われるが、定住者施策として、廃止された住宅新築補助金及び住宅

リフォーム補助金について総合的な見直しを行うこと。
４）令和３年１２月市議会定例会における債務負担行為に係る建築確認済証が、今日まで提出さ

れていないという理解できない状況については、改めて市民及び議会に対して説明するとと
もに、その際の附帯決議についても必ず執行すること。

　　以上、決議する。　

　　　令和４年３月２４日

井　原　市　議　会　
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ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議を可決ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議を可決

井原市議会　人道支援のため　ウクライナに寄附井原市議会　人道支援のため　ウクライナに寄附

・決議第２号　ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議について（全会一致で原案可決）

　ウクライナをめぐる情勢については、昨年末以来、国境付近におけるロシア軍増強が続く中、
我が国を含む国際社会が、緊張の緩和と事態の打開に向けて、懸命な外交努力を重ねてきた。
　しかし、２月２４日、ロシアはウクライナへの侵略を開始した。明らかにウクライナの主権及
び領土の一体性を侵害し、武力の行使を禁ずる国際法の深刻な違反であり、国連憲章の重大な違
反である。
　この事態は、欧州にとどまらず、日本が位置するアジアを含む、国際社会の秩序の根幹を揺る
がしかねない極めて深刻な状況である。
　本市は、世界の恒久平和確立のためまい進する平和都市であることを宣言しており、井原市議
会としても、こうした力による一方的な現状変更は断じて認められず、ロシアの侵略を強く非難
する。そして、ロシアに対し、即時に攻撃を停止し、軍をウクライナから撤収するよう強く求める。
　　以上、決議する。
　　　令和４年３月２４日

井　原　市　議　会　

　井原市議会では、３月２４日、「ロシアによるウクライナ侵略を非難する決議」を全会一致で可
決しました。これに合わせて、ウクライナへの人道支援のため、井原市議会議員全員（１８人）
で日本赤十字社を通じて義援金を贈りました。
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整
備
事
業

〈
議
案
第
29
号　

井
原
市

病
院
事
業
の
設
置
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
麻
酔
科
が
継
続
で
き

な
く
な
っ
た
経
緯
に
つ
い

て
。

Ａ
．
麻
酔
科
医
の
定
年
退

職
に
伴
い
、
後
任
を
探
し

て
い
た
が
、
採
用
に
至
ら

ず
議
案
提
出
と
な
っ
た
。

Ｑ
．
緊
急
な
手
術
へ
の
対

応
は
で
き
る
か
。

Ａ
．
麻
酔
は
、
麻
酔
科
以

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
男
性
職
員
の
育
児
休

暇
の
取
得
状
況
は
ど
う
か
。

Ａ
．
令
和
２
年
度
は
１
名
、

令
和
３
年
度
は
現
在
３
名
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
19
号　

井
原
市

非
常
勤
職
員
の
報
酬
及
び

費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

〈
議
案
第
17
号　

井
原
市

個
人
情
報
保
護
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
18
号　

井
原
市

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
星
の
郷
」
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
選
定
委
員
会
で
の
判

断
の
基
準
や
項
目
は
ど
う

で
あ
っ
た
か
。

Ａ
．
経
営
規
模
、
現
在
の

経
営
能
力
、
管
理
経
費
の

縮
減
を
考
え
た
運
営
、
地

元
の
雇
用
も
含
め
職
員
の

雇
用
の
確
保
に
つ
い
て
な

ど
を
中
心
に
選
考
の
審
査

を
行
っ
た
。

原
案
可
決

に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
美
星
支
所
２
階
な
ど

が
空
い
て
い
る
が
、
正
式

に
検
討
さ
れ
た
か
。

Ａ
．
第
１
回
目
の
検
討
委

員
会
へ
建
て
替
え
と
美
星

支
所
と
の
複
合
化
の
２
案

を
提
示
し
た
。

Ｑ
．
公
民
館
部
屋
別
面
積

基
準
表
の
上
限
面
積
を
超

え
て
も
大
丈
夫
か
。

外
の
医
師
で
も
対
応
す
る

こ
と
が
で
き
、
事
前
の
説

明
や
事
後
の
管
理
に
つ
い

て
も
麻
酔
科
以
外
の
医
師

で
対
応
可
能
で
あ
る
。

原
案
可
決

〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
予
防　

ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
〉

Ｑ
．
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て
。

Ａ
．
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

Ａ
．
美
星
地
区
の
人
口
で

い
く
と

660
㎡
と
な
る
が
、

780
㎡
で
の
計
画
設
計
を
し

て
い
る
。

120
㎡
増
え
て
い

る
の
は
、
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
が
老
朽
化
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
区
要

望
を
踏
ま
え
て
ス
テ
ー
ジ

の
つ
い
た
ホ
ー
ル
を
計
画

し
た
た
め
で
あ
る
。

接
種
は
、
医
療
従
事
者
を

対
象
に
12
月
１
日
か
ら
開

始
し
て
い
る
。
65
歳
以
上

の
３
回
目
接
種
率
は
、
３

月
９
日
現
在
で
接
種
者
９

千
359
人
、
接
種
率
61
・
８

％
。
64
歳
以
下
の
３
回
目

接
種
は
、
２
月
中
旬
か
ら

開
始
し
て
い
る
。

Ｑ
．
交
互
接
種
へ
の
不
安

軽
減
対
策
に
つ
い
て
。

Ａ
．
接
種
券
を
発
送
す
る

際
に
、
交
互
接
種
の
安
全

性
や
効
果
を
記
載
し
た
チ

ラ
シ
を
同
封
し
て
い
る
。

ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
周
知
し
て
い
る
。

〈
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
よ
る
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
し
た
場
合
の

対
応
に
つ
い
て
〉

　
保
育
園
や
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
で
の
対
応
の
考
え

方
に
つ
い
て
質
疑
を
行
っ

た
。

議
案
４
件

を
審
査

議
案
３
件

を
審
査

市
民
福
祉
委
員
会

３
月
10
・
24
日
開
催

総
務
文
教
委
員
会

３
月
15
日
開
催

所
管
事
務
調
査

所
管
事
務
調
査

　「
市
民
の
声
を
聴
く
会
」は
、

井
原
市
議
会
基
本
条
例
に
掲

げ
る
「
市
民
と
議
員
が
自
由

に
意
見
交
換
で
き
る
場
」
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
10
年
間
開

催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令

和
３
年
度
よ
り
手
上
げ
方
式

と
し
、
各
種
団
体
等
も
対
象

と
変
更
し
ま
し
た
。

　
課
題
の
深
堀
り
を
目
的
に
、

申
込
団
体
か
ら
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
た
意
見
交
換
を
中
心
に

行
い
、
出
さ
れ
た
市
民
の
意

見
や
感
想
を
今
後
の
市
政
及

び
議
会
活
動
に
活
か
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　
美
星
地
区
よ
り
令
和
４
年

１
月
に
開
催
の
申
し
込
み
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た

が
、
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措

置
の
発
出
と
期
間
延
長
に
よ

り
、
当
初
の
予
定
を
延
期
し

３
月
28
日
に
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
当
日
は
美

星
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
46
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
伺
う
こ

と
が
で
き
ま

し
た
。

美
星
町
自
治
公
民
館

　

 

連
合
会
と
の
意
見

　
　

  

交
換
会
を
開
催

美
星
町
自
治
公
民
館

　

 

連
合
会
と
の
意
見

　
　

  

交
換
会
を
開
催

 『市民の声を聴く会』 『市民の声を聴く会』
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〈
議
案
第
３
号　

令
和
４

年
度
井
原
市
一
般
会
計
予

算
〉

Ｑ
．
英
語
検
定
料
補
助
金

に
つ
い
て
、
今
ま
で
は
中

学
校
３
年
生
が
対
象
だ
っ

た
が
、
全
学
年
に
拡
充
し

現
状
に
つ
い
て
。

Ａ
．
市
が
管
理
す
る
道
路

は
令
和
２
年
度
末
現
在
で
、

路
線
数
２
千

542
路
線
、
延

長
１
千

201
・
４
㎞
と
な
っ

て
お
り
、
そ
の
う
ち
建
設

課
が
管
理
す
る
１
種
市

道
は
１
千

336
路
線
、
延

長
794
・
１
㎞
、
農
林
課
が

管
理
す
る
２
種
市
道
は

１
千

206
路
線
、
延
長

407
・

３
㎞
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
認
定
路
線
に
あ
る
橋

Ｑ
．
美
星
公
民
館
の
建
設

に
係
る
費
用
が
、
ほ
か
と

比
べ
て
も
高
い
の
で
は
な

空
家
等
対
策
の
推
進
に
関

す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
27
号　

市
道
路

線
の
認
定
及
び
変
更
に
つ

い
て
〉

原
案
可
決

〈
市
道
の
効
率
的
な
維
持

管
理
と
安
全
対
策
に
つ
い

て
〉

Ｑ
．
道
路
の
維
持
管
理
の

〈
議
案
第
21
号　

創
真
創

業
支
援
基
金
条
例
に
つ
い

て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
22
号　

井
原
市

営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
〉

原
案
可
決

〈
議
案
第
23
号　

井
原
市

た
理
由
は
。

Ａ
．
中
学
校
１
年
生
か
ら

積
極
的
に
英
語
検
定
を
受

検
し
た
い
と
い
う
生
徒
の

た
め
、
ま
た
グ
ロ
ー
バ
ル

な
人
材
育
成
と
い
う
視
点

か
ら
、
各
学
年
に
お
い
て

１
回
ず
つ
補
助
す
る
。

梁
数
は

504
橋
で
１
種
市
道

に
359
橋
、
２
種
市
道
に

145

橋
が
あ
る
。
市
道
は
市
民

生
活
に
密
着
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
車
両
や
歩
行
者

が
安
心
し
て
通
行
で
き
る

よ
う
適
切
な
維
持
管
理
と

修
繕
な
ど
を
推
進
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

〈
市
内
公
園
及
び
観
光
地

等
の
屋
外
ト
イ
レ
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
〉

い
か
。

Ａ
．
美
星
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ル
部
分

を
集
約
す
る
と
い
う
こ
と

と
、
建
設
資
材
に
係
る
値

段
が
高
騰
し
て
き
て
い
る

こ
と
が
、
美
星
公
民
館
の

建
設
費
が
高
く
な
っ
た
理

由
だ
と
考
え
て
い
る
。

原
案
可
決

Ｑ
．
管
理
運
営
の
現
状
に

つ
い
て
。

Ａ
．
観
光
交
流
課
が
所
管

す
る
屋
外
ト
イ
レ
は
、
自

然
公
園
に
５
か
所
、
歴
史

公
園
に
１
か
所
、
観
光
公

園
に
６
か
所
、
観
光
地
等

に
８
か
所
。
農
林
課
所
管

は
農
村
公
園
に
８
か
所
、

地
域
用
水
環
境
整
備
公
園

に
３
か
所
、
ダ
ム
・
た
め

池
管
理
施
設
に
４
か
所
。

建
設
課
所
管
は
河
川
公
園

〈
議
案
第
３
号　

令
和
４

年
度
井
原
市
一
般
会
計
予

算
に
対
す
る
附
帯
決
議
に

つ
い
て
〉

　
健
全
な
行
財
政
運
営
と

と
も
に
、
事
務
基
準
等
を

遵
守
し
公
益
性
を
精
査
し

た
上
で
の
提
案
、
執
行
を

求
め
る
た
め
、
附
帯
決
議

を
付
す
る
こ
と
の
動
議
が

出
さ
れ
、
全
会
一
致
で
、

に
１
か
所
。
都
市
施
設
課

所
管
は
都
市
計
画
公
園
に

25
か
所
、
そ
の
他
の
公
園

に
６
か
所
、
井
原
線
各
駅

に
４
か
所
。
今
後
の
管
理

運
営
に
つ
い
て
は
、
引
き

続
き
地
元
自
治
会
や
各
団

体
等
に
管
理
を
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
協
力
し
て

適
切
な
維
持
管
理
に
努
め

る
。

そ
の
附
帯
決
議
を
付
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

原
案
可
決

〈
議
案
第
４
号　

令
和
４

年
度
井
原
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算
～

議
案
第
16
号　

令
和
４
年

度
井
原
市
宇
戸
財
産
区
会

計
予
算
〉

原
案
可
決

建
設
水
道
委
員
会

3
月
14
日
開
催

所
管
事
務
調
査

議
案
14
件

を
審
査

予
算
決
算
委
員
会

3
月
16
・
18
日
開
催

議
案
４
件

を
審
査
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井
原
市
経
済
・
雇
用
対
策
事
業
並
び
に

井
原
市
経
済
・
雇
用
対
策
事
業
並
び
に

井
原
市
移
住
・
定
住
対
策
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

井
原
市
移
住
・
定
住
対
策
事
業
の
取
組
に
つ
い
て

　

２
月
定
例
会
で
は
、

３
月
３
日
、
４
日
、
７

日
の
３
日
間
に
わ
た
り
、

13
名
の
議
員
が
質
問
に

立
ち
ま
し
た
。
そ
の
一

部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

※
掲
載
し
て
い
る
一
般

質
問
は
、
紙
面
の
都
合

に
よ
り
発
言
を
要
約
し
、

質
問
し
た
議
員
本
人
の

原
稿
に
基
づ
い
て
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く

一一 般般 質質 問問

【質問者】
◆西村慎次郎…ｐ．　９
◆三宅文雄……ｐ．１０
◆多賀信祥……ｐ．１０
◆三宅孝之……ｐ．１１
◆柳原英子……ｐ．１１
◆原田敬久……ｐ．１２
◆惣台己吉……ｐ．１２
◆佐藤　豊……ｐ．１３
◆上野安是……ｐ．１３
◆山下憲雄……ｐ．１４
◆宮地俊則……ｐ．１４
◆沖久教人……ｐ．１５
◆柳井一徳……ｐ．１５

13
人
の
議
員
が
質
問

西に
し
む
ら村
慎し

ん
じ
ろ
う

次
郎

無
所
属

い
ば
ら
太
陽
の
会

代
表
質
問

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。
（ 9 ）
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令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
当
初
予
算
編
成
に
つ
い
て

「
本
市
の
救
急
医
療
の
現
状
の
周
知
に
つ
い
て
」・

「
本
市
の
救
急
医
療
の
現
状
の
周
知
に
つ
い
て
」・

「
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
す
る
考
え
に
つ
い
て
」

「
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
す
る
考
え
に
つ
い
て
」

《
本
市
の
救
急
医
療

の
現
状
の
周
知
に
つ

い
て
》

救
急
医
療
の
現
状
な
ど
に

つ
い
て
市
民
に
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
に
「
広

報
い
ば
ら
」
で
特
集
を
組

む
な
ど
し
て
市
民
に
周
知

す
る
考
え
は
あ
る
か
。

地
域
の
救
急
医
療
を

維
持
す
る
た
め
に

は
、
市
民
に
救
急
医
療
の

現
状
と
と
も
に
、
か
か
り

つ
け
医
を
持
つ
、
通
常
の

診
療
時
間
内
に
受
診
す
る

な
ど
の
適
正
利
用
に
つ
い

て
、
ま
た
、
正
し
い
受
診

行
動
が
取
れ
る
よ
う
、
健

康
教
育
を
受
け
る
な
ど
の

周
知
が
必
要
で
あ
る
。
救

急
医
療
の
現
状
に
関
す
る

市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

は
、
９
月
の
救
急
医
療
週

間
に
合
わ
せ
て
「
広
報
い

ば
ら
」
に
掲
載
し
、
理
解

を
求
め
て
ま
い
り
た
い
。

《
立
地
適
正
化
計
画

を
策
定
す
る
考
え
に

つ
い
て
》

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
方

針
に
従
い
、
中
心
部
の
都

市
機
能
の
集
約
の
た
め
に

立
地
適
正
化
計
画
な
ど
に

よ
り
具
体
的
な
施
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
策
定
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

都
市
計
画
区
域
内
に

お
い
て
住
居
を
誘
導

し
、
人
口
密
度
の
維
持
を

目
指
す
住
居
誘
導
区
域
と
、

医
療
施
設
、
福
祉
施
設
、

商
業
施
設
等
の
生
活
サ
ー

ビ
ス
を
誘
導
す
る
都
市
機

能
誘
導
区
域
等
を
指
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
立
地
の

適
正
化
を
図
る
計
画
で
あ

る
が
、
そ
の
計
画
区
域
は

芳
井
町
、
美
星
町
を
除
く

都
市
計
画
区
域
に
限
定
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
必

要
性
も
考
慮
し
た
上
で
井

原
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
目
標
年
次
が
終

了
す
る
令
和
９
年
度
ま
で

に
検
討
し
て
い
く
。

岡
山
県
内
15
市
の
う

ち
10
市
が
取
り
組
ん

で
い
る
が
見
解
は
ど
う
か
。

実
情
は
認
識
し
て
い

る
が
、
遅
い
と
も
早

い
と
も
思
っ
て
い
な
い
。

市
民
に
ま
ち
づ
く
り

の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す

考
え
は
な
い
か
。

誘
導
す
る
こ
と
の
メ

リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
で
示
し

て
い
る
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点

で
生
活
が
続
く
環
境
を
い

つ
ま
で
も
作
っ
て
い
け
る

の
が
良
い
と
考
え
て
い
る
。

答答

問

問

問問

答

答

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。

基
本
目
標
１「
教
育・

文
化
」
に
つ
い
て
。

①
ふ
る
さ
と
井
原
の

未
来
を
創
る
ひ
と
づ

く
り
事
業
で
は
、
新
た
に

「
井
原
志
民
塾
」
を
開
設
。

②
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
・
Ｇ
Ｉ
Ｇ

Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト

体
制
整
備
事
業
で
は
、
引

き
続
き
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を

配
置
、
体
制
を
継
続
。
③

田
中
美
術
館
新
館
建
設
事

業
で
は
、
来
年
４
月
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
に

向
け
準
備
。
④
歴
史
・
文

化
遺
産
情
報
発
信
事
業
で

は
、民
話
集
の
作
成
を
計
画
。

基
本
目
標
２「
産
業・

交
流
」
に
つ
い
て
。

①
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
事
業
で
は
、

さ
ら
な
る
認
知
度
向
上
の

た
め
引
き
続
き
事
業
を
展

開
。
②
有
害
鳥
獣
被
害
対

策
事
業
で
は
、
新
た
に
獣

害
対
策
指
導
業
務
に
取
り

組
む
。
③
企
業
用
地
適
地

調
査
で
は
、
企
業
ニ
ー
ズ

の
高
い
本
市
の
南
部
地
域

を
調
査
。
④
新
規
事
業
と

し
て
、
Ｆ
Ｍ
情
報
発
信
事

業
導
入
。

基
本
目
標
３「
健
康・

医
療
・
福
祉
」
に
つ

い
て
。①

障
害
者
相
談
支
援

事
業
で
は
、
引
き
続

き
支
援
体
制
の
充
実
強
化

を
図
る
。
②
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
で
は
、
新

た
に
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

の
支
援
体
制
強
化
と
送
迎

支
援
事
業
を
実
施
。
③
不

妊
治
療
助
成
に
係
る
市
独

自
の
経
過
措
置
で
は
、
治

療
計
画
の
中
断
が
生
じ
な

い
よ
う
事
業
を
実
施
す
る
。

④
新
規
事
業
で
は
、
周
産

期
・
小
児
救
急
医
療
学
講

座
の
設
置
、
骨
髄
移
植
後

等
の
予
防
接
種
再
接
種
費

用
を
助
成
す
る
。

基
本
目
標
４「
環
境・

防
災
・
防
犯
・
都
市

基
盤
」
に
つ
い
て
。

①
乗
合
タ
ク
シ
ー
運

行
（
拡
大
）
で
は
、
４

月
か
ら
一
部
の
地
域
で
予

約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運

行
開
始
。
②
新
焼
却
施
設

等
の
整
備
に
係
る
本
市
の

負
担
金
に
つ
い
て
。
③
仁
井

山
残
土
処
理
場
整
備
事
業

で
は
、
令
和
６
年
度
の
供

用
開
始
に
向
け
整
備
す
る
。

④
新
規
事
業
と
し
て
、
森

林
経
営
管
理
事
業
の
実
施
。

共
通
指
針
１
「
市
民

参
画
」
共
通
指
針
２

「
行
財
政
」
に
つ
い
て
。

①
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

事
業
で
は
、
引
き
続
き
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
。

②
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

導
入
事
業
で
は
、
利
便
性

向
上
の
た
め
さ
ら
に
拡
大

し
て
い
く
。

答

答

答

答答

問問

問

問問

無
所
属

三み
や
け宅

　
文ふ

み
お雄

い
ば
ら
市
民
ク
ラ
ブ

代
表
質
問

多た

が賀
　
信の

ぶ
よ
し祥

無
所
属
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
・

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
・

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の

導
入
に
つ
い
て　

他
２
件

導
入
に
つ
い
て　

他
２
件

市
民
の
方
々
か
ら
コ

ロ
ナ
対
策
の
情
報
を

し
っ
か
り
と
届
け
て
ほ
し

い
と
意
見
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
は

感
染
防
止
の
有
効
な
手
段

だ
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

よ
り
子
ど
も
た
ち
に
も
感

染
が
広
が
る
中
、
拡
大
防

止
の
情
報
提
供
こ
そ
が
今
、

大
切
で
は
な
い
か
。
そ
こ

で
、
〇
本
市
の
ワ
ク
チ
ン

２
回
接
種
後
の
感
染
率
、

死
亡
率
、
重
症
化
率
に
つ

い
て
〇
本
市
の
感
染
者
の

現
状
、
対
応
に
つ
い
て
〇

本
市
の
濃
厚
接
触
者
へ
の

対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

統
計
的
な
こ
と
に
つ

い
て
は
県
の
役
割
な

の
で
把
握
で
き
な
い
。
感

染
者
や
濃
厚
接
触
者
に
つ

い
て
、
県
は
次
の
よ
う
に

対
応
し
て
い
る
。
毎
日
の

体
調
確
認
に
加
え
、
自
宅

問

つ
い
て
伺
う
。

井
原
市
で
は
、
人
権

上
の
配
慮
か
ら
学
校

名
は
公
表
し
て
い
な
い
。

昨
年
６
月
、
千
葉
県

八
街
市
で
小
学
生
の

列
に
ト
ラ
ッ
ク
が
突
っ
込

み
、
児
童
５
人
が
死
傷
し

た
事
故
で
、
井
原
市
で
も

交
通
安
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

作
成
さ
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
小
・
中
学
校
の
通
学

路
の
危
険
箇
所
と
対
策
が

掲
載
さ
れ
た
。
特
に
興
譲

館
か
ら
大
正
橋
ま
で
の
道

路
は
狭
く
、
ひ
き
逃
げ
事

故
も
起
こ
っ
て
い
る
の
で
、

生
徒
の
命
と
安
全
確
保
の

た
め
早
期
の
道
路
拡
張
が

求
め
ら
れ
る
が
、
市
長
の

考
え
を
伺
う
。

県
に
要
望
し
て
お
り
、

早
急
に
進
め
て
い
け

た
ら
と
思
う
。

で
療
養
さ
れ
て
い
る
場
合

に
は
必
要
に
応
じ
て
食
料

や
日
用
品
を
提
供
し
て
い

る
。
濃
厚
接
触
者
に
つ
い

て
は
、
生
活
上
の
注
意
点

を
指
導
し
て
い
る
。

小
中
学
校
の
ク
ラ
ス

タ
ー
の
公
表
に
つ
い

て
、
岡
山
大
学
大
学
院
環

境
保
健
専
門
の
教
授
に
よ

る
と
、「
市
民
は
ど
こ
ま

で
自
分
の
身
近
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
迫
っ
て

い
る
か
を
知
り
た
い
。
行

政
が
公
衆
衛
生
の
対
策
を

進
め
る
上
で
住
民
の
信
頼

は
欠
か
せ
ず
、
情
報
を
き

ち
ん
と
公
開
す
る
こ
と
で

信
頼
は
高
ま
る
。
感
染
者

が
特
定
さ
れ
な
い
よ
う
に

十
分
な
配
慮
は
必
要
だ
が
、

原
則
と
し
て
公
開
す
る
べ

き
だ
」
と
話
し
て
い
る
が
、

本
市
の
小
中
学
校
の
ク
ラ

ス
タ
ー
発
生
時
の
公
表
に

答

問

答 答問

全
国
で
は
、
153
の
自

治
体
が
導
入
し
、
岡

山
県
下
で
は
岡
山
市
、
倉

敷
市
、
総
社
市
、
備
前
市
、

真
庭
市
が
既
に
導
入
し
て

い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

宣
誓
制
度
（
性
的
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
の
カ
ッ
プ
ル
の

方
の
関
係
を
公
的
に
証

明
し
、
で
き
る
範
囲
で

家
族
と
同
じ
よ
う
に
様
々

な
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
的
配

慮
を
受
け
や
す
く
す
る
制

度
）
を
導
入
し
て
は
ど
う

か
伺
う
。

Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
を
は
じ
め

性
に
対
す
る
様
々
な

問
題
に
つ
い
て
正
し
く
理

解
・
認
識
す
る
こ
と
が
重

要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、

市
民
の
方
を
対
象
と
し
た

性
の
多
様
性
に
関
す
る
講

演
会
や
講
座
を
実
施
し
、

意
識
啓
発
を
図
っ
て
き
た
。

令
和
４
年
度
に
策
定
す
る

問

ム
を
立
ち
上
げ
て
取
り
組

ん
だ
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
、
成
果
や
今
後
の
課

題
に
つ
い
て
伺
う
。
ま
た

米
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

伺
う
。実

績
は
、
１
月
末

時
点
の
寄
附
額
が

１
億

457
万
３
千
円
で
昨
年

度
の
寄
附
額
３
千
97
万
円

の
約
3.4
倍
、
寄
附
件
数
は

約
４
倍
と
す
る
こ
と
が
で

き
た
。
課
題
と
し
て
は
、

人
気
の
高
い
ブ
ド
ウ
の
供

給
量
が
足
り
て
い
な
い
こ

と
、
お
得
感
や
魅
力
を
感

じ
る
返
礼
品
が
少
な
い
こ

と
が
あ
る
。

　
米
に
つ
い
て
は
、
３
事

業
者
、
12
品
目
の
返
礼
品

登
録
で
行
っ
て
い
る
。
品

数
、
数
量
も
よ
り
充
実
さ

せ
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、

今
後
も
し
っ
か
り
と
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
。

後
期
基
本
計
画
の
中
に
盛

り
込
む
と
と
も
に
、
令
和

５
年
導
入
に
向
け
制
度
設

計
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

地
域
の
方
々
の
高
齢

化
が
進
み
人
口
が
減

少
す
る
中
、
文
化
財
の
保

護
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
伺
う
。

文
化
財
を
地
域
の

方
々
が
後
世
に
伝
え

て
い
く
こ
と
は
、
と
て
も

有
意
義
な
こ
と
で
あ
る
。

地
域
に
残
さ
れ
た
文
化
財

を
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
活

用
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ

る
た
め
、
文
化
財
保
護
の

補
助
金
の
対
象
に
は
な
ら

な
い
こ
と
も
あ
る
が
、
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
保

護
す
る
た
め
の
ア
ド
バ
イ

ス
等
に
つ
い
て
は
協
力
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

今
年
度
職
員
に
よ
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

答

答

問問 答

三み
や
け宅

　
孝た

か
し之

無
所
属

柳や
な
ぎ
は
ら原

　
英え

い
こ子

無
所
属
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「
代
替
保
育
」と「
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
」に

「
代
替
保
育
」と「
小
学
校
休
業
等
対
応
助
成
金
」に

対
す
る
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て　

他
２
件

対
す
る
本
市
の
取
り
組
み
に
つ
い
て　

他
２
件

難
聴
児
へ
の
「
軟
骨
伝
導
補
聴
器
」
の

難
聴
児
へ
の
「
軟
骨
伝
導
補
聴
器
」
の

購
入
費
助
成
に
つ
い
て　

他
１
件

購
入
費
助
成
に
つ
い
て　

他
１
件

代
替
保
育
と
小
学
校

休
業
等
対
応
助
成
金

に
つ
い
て
伺
う
。
こ
れ
ら

の
制
度
に
つ
い
て
は
十
分

認
識
さ
れ
て
い
な
い
の
が

現
状
で
あ
る
。
周
知
徹
底

を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

代
替
保
育
に
つ
い
て

は
自
園
で
対
応
で
き

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
現

時
点
で
の
実
施
は
考
え
て

い
な
い
。
小
学
校
休
業
等

対
応
助
成
金
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
の
協
力
依
頼
が
あ

り
、
小
学
校
や
保
育
園
を

通
じ
て
保
護
者
へ
の
周
知

を
図
っ
た
。
事
業
者
や
労

働
者
向
け
の
周
知
に
つ
い

て
は
、
井
原
商
工
会
議
所

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
実
施

さ
れ
て
い
る
。
市
と
し
て

は
特
別
相
談
窓
口
を
設
け
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て

周
知
を
図
っ
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。

水
道
料
金
の
格
差
解

消
に
つ
い
て
伺
う
。

令
和
３
年
６
月
定
例
会
で

上
水
道
料
金
が
統
一
さ
れ

る
と
芳
井
町
の
負
担
が
大

変
に
な
る
と
発
言
し
た
。

そ
こ
で
２
点
伺
う
。

①
芳
井
町
の
方
に
説
明
会

な
ど
を
開
催
し
た
か
。

②
料
金
負
担
軽
減
の
た
め
、

ど
の
よ
う
な
施
策
を
考
え

て
い
る
か
。

①
開
催
し
て
い
な
い

が
、
芳
井
地
区
に
限

ら
ず
要
望
の
あ
る
地
区
に

担
当
職
員
を
派
遣
し
、
き

め
細
か
な
説
明
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

②
人
員
配
置
の
適
正
化
や

施
設
・
設
備
の
合
理
化
、

新
技
術
の
活
用
な
ど
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の

補
聴
器
購
入
費
助
成

制
度
の
創
設
に
つ
い
て
伺

う
。

令
和
３
年
９
月
定
例
会
で

市
長
か
ら
検
討
、
研
究
し

て
い
き
た
い
と
の
答
弁
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
ど
う

検
討
、
研
究
し
た
か
。

財
源
確
保
が
大
き
な

課
題
と
な
る
。
国
に

お
い
て
は
、
補
聴
器
の
早

期
使
用
と
認
知
症
の
予
防

効
果
に
つ
い
て
研
究
が
続

け
ら
れ
て
い
る
。
先
行
自

治
体
の
調
査
結
果
や
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

ぜ
ひ
前
向
き
な
研
究

検
討
を
お
願
い
し
た

い
。

難
聴
と
認
知
症
の
関

連
性
を
し
っ
か
り
見

極
め
た
い
。
井
原
市
だ
け

で
な
く
国
民
全
体
の
話
だ

と
思
う
の
で
、
し
っ
か
り

検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

答

答答

問

問

答 問問

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。

原は
ら
だ田

　
敬た

か
ひ
さ久

日
本
共
産
党

惣そ
う
だ
い台

　
己み

よ
し吉

無
所
属
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福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
、
福
祉
バ
ス
料
金
の

福
祉
タ
ク
シ
ー
料
金
、
福
祉
バ
ス
料
金
の

助
成
に
つ
い
て　

他
１
件

助
成
に
つ
い
て　

他
１
件

現
在
基
本
料
金
（
タ

ク
シ
ー
）、
最
低
運

賃
（
バ
ス
）
の
利
用
券
支

給
を
ど
ち
ら
も
金
券
の
回

数
券
で
の
支
給
と
な
ら
な

い
か
伺
う
。

１
乗
車
に
つ
き
１
枚

を
使
用
す
る
現
在
の

使
用
方
法
で
は
、
近
距
離

で
の
利
用
者
に
お
い
て
は

有
効
な
利
用
に
つ
な
が
っ

て
い
る
一
方
で
、
遠
方
の

医
療
機
関
を
受
診
す
る
と

い
っ
た
長
距
離
で
の
利
用

者
に
と
っ
て
は
自
己
負
担

額
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

　
令
和
４
年
度
の
福
祉
基

金
助
成
事
業
全
体
の
見
直

し
の
中
で
、
福
祉
タ
ク

シ
ー
等
の
利
用
券
の
使
用

方
法
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。

福
祉
事
業
の
内
容
の

見
直
し
は
、
ど
の
よ

う
な
形
で
さ
れ
る
の
か
。

問問

担
当
課
契
約
も
あ
る

が
通
常
は
財
政
課
で

対
応
す
る
。

あ
る
事
業
は
予
算

30
万
円
だ
が
50
万
円

で
す
る
方
が
効
率
が
良
い

と
な
っ
た
と
き
は
ど
う
い

う
流
れ
に
な
る
か
。

予
算
額
30
万
円
の
場

合
、
50
万
円
の
伺
い

は
あ
げ
ら
れ
な
い
。
別
の

費
目
か
ら
流
用
し
て
伺
い

を
あ
げ
る
こ
と
は
あ
る
。

予
算
の
目も
く
の
中
で
回
せ
れ

ば
補
正
予
算
ま
で
は
計
上

し
な
い
。

行
財
政
改
革
審
議
会

で
使
用
料
、
手
数
料

等
、
補
助
金
の
見
直
し
を

３
年
に
１
回
行
っ
て
い
る
。

仕
様
書
の
提
示
に
つ

い
て
。

入
札
、
見
積
り
の
際
の
仕

様
書
は
ど
の
よ
う
な
形
で

示
さ
れ
る
の
か
。

契
約
方
法
は
大
き
く

２
つ
に
分
け
ら
れ
る
。

１
つ
目
は
、
入
札
、
随
意
契

約
。
２
つ
目
は
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
（
事
業
提
案
方
式
）。

仕
様
書
の
内
容
の
疑

義
は
、
ど
こ
に
。

答

問

問

問

答答

答答

芳
井
・
美
星
地
区
に
お
け
る

芳
井
・
美
星
地
区
に
お
け
る

公
共
交
通
の
見
直
し
に
つ
い
て

公
共
交
通
の
見
直
し
に
つ
い
て

芳
井
・
美
星
地
区
に

お
け
る
公
共
交
通
の

見
直
し
に
つ
い
て
。

①
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

利
用
者
へ
の
周
知
及
び
現

状
で
の
登
録
者
数
に
つ
い

て
。
②
現
地
説
明
会
で
の

公
共
交
通
の
見
直
し
に
対

す
る
意
見
や
要
望
に
つ
い

て
。
③
路
線
バ
ス
運
行
業

者
へ
の
対
応
及
び
配
慮
に

つ
い
て
。
④
市
内
全
域
へ

の
予
約
型
乗
合
タ
ク
シ
ー

の
考
え
に
つ
い
て
。
⑤
将

来
的
に
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド

ア
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
考
え
に
つ
い
て
。

①
昨
年
７
月
の
地
域

で
の
意
見
交
換
以
降
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
や

公
民
館
を
回
り
、
地
域
住

民
を
対
象
に
約
40
回
の
説

明
会
を
開
催
し
、
ま
た
個

別
の
説
明
を
求
め
ら
れ
た

地
域
や
団
体
に
出
向
き
丁

問

帯
に
つ
い
て
は
引
き
続
き

路
線
バ
ス
を
運
行
、
具
体

的
に
は
朝
の
通
勤
通
学
の

時
間
帯
で
の
運
行
や
市
中

心
部
と
芳
井
・
美
星
地
区

の
中
心
部
を
結
ぶ
市
内
幹

線
の
運
行
を
担
っ
て
い
た

だ
く
。
④
予
約
型
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
市
内
全
域
の
運

行
に
つ
い
て
は
、
芳
井
・

美
星
地
区
の
評
価
・
検
証

結
果
を
踏
ま
え
、
利
用
者

や
地
域
の
声
を
聞
き
な
が

ら
、
公
共
交
通
会
議
で
慎

重
に
検
討
し
て
い
く
。
⑤

引
き
続
き
公
共
交
通
の
状

況
や
ニ
ー
ズ
を
見
な
が
ら
、

関
係
者
や
地
域
の
声
を
聞

く
と
と
も
に
、
検
証
と
そ

の
課
題
解
決
を
繰
り
返
し
、

皆
様
に
長
く
愛
さ
れ
る
よ

り
よ
い
公
共
交
通
体
系
の

構
築
を
目
指
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

寧
な
対
応
を
行
っ
て
き
た
。

現
在
の
登
録
者
数
は
約

100

名
だ
が
、
市
広
報
３
月
号

に
利
用
者
登
録
書
を
折
り

込
み
、
再
度
登
録
勧
奨
を

行
う
ほ
か
、
予
約
受
付
セ

ン
タ
ー
で
の
電
話
に
よ
る

利
用
者
登
録
も
可
能
と
し

て
い
る
。
②
運
行
の
時
間

帯
に
関
す
る
意
見
や
乗
降

場
所
に
関
す
る
要
望
が
あ

り
、
対
応
可
能
な
も
の
に

つ
い
て
は
、
４
月
か
ら
運

行
内
容
に
反
映
し
て
い

る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
意

見
や
要
望
は
、
10
月
か
ら

の
本
格
運
行
に
向
け
、
井

原
市
公
共
交
通
会
議
の
中

で
検
討
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
③
公
共
交
通
の
見

直
し
に
当
た
り
、
事
業
者

と
直
接
意
見
交
換
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
、
慎
重
に
調

整
し
た
結
果
、
最
終
的
に
、

利
用
の
多
い
区
間
や
時
間

答

佐さ

と

う藤
　
　
豊ゆ

た
か

公
明
党

上う
え
の野

　
安や

す
ゆ
き是

無
所
属
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申
ど
お
り
の
導
入
が
可
能

な
の
か
伺
う
。

音
楽
や
図
工
な
ど
部

分
的
に
行
っ
て
い
る

学
校
も
あ
る
が
、
外
国
語
、

理
科
、
算
数
す
べ
て
を
小

学
校
５
・
６
年
生
で
行
う

に
は
教
員
の
増
員
が
不
可

欠
で
あ
り
、
教
科
担
任
制

の
拡
充
は
難
し
い
。

導
入
に
向
け
た
今
後

の
考
え
を
伺
う
。

モ
デ
ル
校
の
実
践
報

告
を
参
考
に
拡
大
を

研
究
し
て
い
き
た
い
。

井
原
市
モ
デ
ル
と
で

も
い
う
べ
き
も
の
を

構
築
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

専
門
性
を
持
っ
た
先

生
が
複
数
校
を
兼
務

す
る
な
ど
の
研
究
を
進
め

た
い
（
教
育
長
）。

何
が
で
き
る
か
市
教
委
と

協
議
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
き
た
い
（
市
長
）。

が
ま
だ
出
来
て
い
な
い
。

ま
た
、
目
的
意
識
を
持
っ

た
政
策
展
開
を
し
な
い
と

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

や
財
政
運
営
も
難
し
い
と

実
感
し
た
。

引
き
続
き
市
政
運
営

を
担
う
考
え
を
伺
う
。

市
民
の
支
持
が
い
た

だ
け
れ
ば
、
２
期
目

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
。

教
科
担
任
制
導
入
の

メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
伺
う
。

児
童
側
の
メ
リ
ッ
ト

は
質
の
高
い
授
業
や

多
く
の
先
生
に
見
て
も
ら

え
る
安
心
感
。
中
学
校
へ

の
ス
ム
ー
ズ
な
移
行
。
教

師
側
は
専
門
性
や
指
導
力

の
向
上
、
負
担
の
軽
減
な

ど
。
教
師
側
の
デ
メ
リ
ッ

ト
は
行
事
へ
の
対
応
や
時

間
割
編
成
が
難
し
く
な
る
。

本
市
へ
中
教
審
の
答

公
共
施
設
管
理
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

公
共
施
設
管
理
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

答 答 問

問問

問

答答答

『
市
長
の
市
政
運
営
の
実
績
と
評
価
』・

『
市
長
の
市
政
運
営
の
実
績
と
評
価
』・

『
小
学
校
の
教
科
担
任
制
導
入
』
に
つ
い
て

『
小
学
校
の
教
科
担
任
制
導
入
』
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
市
政
運

営
の
実
績
を
伺
う
。

小
・
中
・
市
立
高
校

に
タ
ブ
レ
ッ
ト
導
入

な
ど
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
推
進
。

子
ど
も
医
療
費
無
償
化
の

拡
大
と
幼
児
教
育
・
保
育

の
無
償
化
を
実
施
。
各
種

経
済
雇
用
対
策
事
業
を
実

施
。
稲
倉
産
業
団
地
、
四

季
が
丘
へ
の
企
業
誘
致
。

芳
井
・
美
星
地
区
に
予
約

型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
導
入
。

美
星
町
の
星
空
保
護
区
認

定
な
ど
。

自
己
採
点
す
る
と
、

100
点
満
点
で
何
点
か
。

災
害
復
旧
と
コ
ロ
ナ

禍
の
中
、
成
果
が
見

え
て
き
て
お
り
70
点
。

ま
だ
道
半
ば
の
も
の

や
新
た
に
見
え
て
き

た
課
題
を
伺
う
。

ひ
と
づ
く
り
に
取
り

組
む
も
環
境
づ
く
り

答答答 問問問

山や
ま
し
た下

　
憲の

り
お雄

無
所
属

宮み
や
じ地

　
俊と

し
の
り則

無
所
属

廃
校
・
廃
園
と
な
っ

て
い
る
施
設
の
管
理

状
況
と
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
。廃

校
・
廃
園
と
な
っ

て
い
る
施
設
数
は
、

芳
井
町
に
６
施
設
、
美
星

町
に
７
施
設
あ
る
。
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
は
、
現

在
、
井
原
市
公
共
施
設
等

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
会
議

で
、
公
共
施
設
の
用
途
別

の
実
施
方
針
及
び
各
施
設

の
総
合
評
価
を
実
施
し
て

お
り
、
そ
の
内
容
に
沿
っ

た
取
扱
い
を
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
現
在
の
貸
付
相

手
か
ら
借
受
け
希
望
が
あ

る
間
は
引
き
続
き
貸
付
け

を
行
う
。

廃
校
と
な
っ
て
約
半

世
紀
の
間
、
廃
校
を

続
け
て
き
た
こ
と
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
認
識
し
て

い
る
か
。

美
星
町
の
廃
校
・
廃

園
と
な
っ
た
７
施

設
の
全
て
を
地
元
公
民
館

や
民
間
事
業
者
に
貸
し
付

け
て
お
り
、
有
効
な
活
用

が
な
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
維
持
修
繕
に
つ

い
て
は
借
受
人
に
お
い
て

行
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し

て
お
り
、
市
に
お
い
て
修

繕
を
行
う
考
え
は
な
い
。

公
営
住
宅
管
理
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
。

管
理
戸
数
は
市
営
住

宅
が
30
団
地

702
戸
、

特
定
公
共
賃
貸
住
宅
が
４

団
地
40
戸
、
単
市
住
宅
が

２
団
地
20
戸
、
他
に
県
営

住
宅
１
団
地
42
戸
が
あ
る
。

各
公
営
住
宅
の
入
居
戸
数

と
入
居
率
は
、
市
営
住
宅

は
548
戸
、
78
・
１
％
。
特

定
公
共
賃
貸
住
宅
は
25
戸
、

62
・
５
％
、
単
市
住
宅
は

10
戸
、
50
％
で
あ
る
。
今

後
に
つ
い
て
は
、
公
営
住

宅
の
需
要
の
状
況
を
注
視

し
な
が
ら
、
用
途
廃
止
や

統
合
な
ど
を
検
討
し
て
必

要
戸
数
の
確
保
に
努
め
る
。

入
居
戸
数
583
戸
の
入

居
期
間
の
状
況
に
つ

い
て
。10

年
未
満
は
、
195
戸
、

33
・
５
％
。
10
年
以

上
20
年
未
満
は

122
戸
、20
・

９
％
。
20
年
以
上
30
年
未

満
は

127
戸
、
21
・
８
％
。

30
年
以
上
は

139
戸
、
23
・

８
％
で
あ
る
。

入
居
戸
数
583
戸
の
年

代
別
の
戸
数
に
つ
い

て
。

本
年
２
月
１
日
現
在

で
、
20
代
は
15
戸
、

30
代
は
58
戸
、
40
代
は
101

戸
、
50
代
は

120
戸
、
60
代

は
113
戸
、
70
代
は

124
戸
、

80
代
は
42
戸
、
90
代
は
10

戸
と
な
っ
て
い
る
。

答

答答

問問

問 問

答答 問

問

議会だよりに掲載している一般質問は、発言を要約して、質問した議員本人の原稿に基づいて掲載しています。
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神
社
仏
閣
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

神
社
仏
閣
に
よ
る
地
域
活
性
化
に
つ
い
て

移
住
・
定
住
対
策
の
推
進
及
び

移
住
・
定
住
対
策
の
推
進
及
び

天
神
峡
の
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

天
神
峡
の
ト
イ
レ
整
備
に
つ
い
て

本
市
の
神
社
仏
閣
の

存
続
及
び
文
化
の
継

承
に
つ
い
て
伺
う
。

神
社
仏
閣
は
信
仰
の

対
象
で
あ
り
、
憲
法

で
定
め
ら
れ
て
い
る
政
教

分
離
の
原
則
に
よ
り
、
行

政
と
し
て
神
社
仏
閣
に
関

与
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
、
後
世
に
伝
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

貴
重
な
文
化
財
に
つ
い
て

は
、
文
化
財
保
護
法
や
文

化
財
保
護
条
例
に
よ
り
指

定
を
行
い
、
保
護
保
存
や

情
報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

学
校
教
育
に
お
け
る

神
社
仏
閣
に
つ
い
て

伺
う
。修

学
旅
行
な
ど
で
歴

史
や
文
化
を
学
ぶ
学

習
活
動
の
一
環
と
し
て
神

社
仏
閣
を
訪
れ
る
こ
と
は

あ
る
。

問問

り
と
観
光
が
組
み
合
わ

さ
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

②
本
市
観
光
協
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
同
協
会
が
発

行
し
て
い
る
観
光
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
掲
載
を
は
じ
め
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
も
広
く
情
報

発
信
し
て
い
る
。
③
市
全

体
で
ガ
イ
ド
同
士
が
意
見

交
換
や
学
べ
る
体
制
づ
く

り
を
進
め
る
な
ど
、
関
係

団
体
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
人
材
の
育
成
に
努
め

て
い
き
た
い
。
④
外
国
語

版
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
へ

の
掲
載
を
は
じ
め
、
国
際

交
流
員
が
制
作
し
た
外
国

版
観
光
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
を
発
信
し

て
い
る
。
ま
た
、
外
国
人

向
け
の
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ

の
開
発
に
も
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

地
域
学
と
し
て
神
社

仏
閣
を
訪
れ
る
こ
と

に
つ
い
て
伺
う
。

小
学
校
で
は
生
活
科

や
総
合
的
な
学
習
の

時
間
等
に
お
い
て
、
地
域

を
知
る
た
め
に
神
社
仏
閣

を
訪
れ
て
い
る
学
校
は
あ

る
。

観
光
と
し
て
の
神
社

仏
閣
巡
り
に
つ
い
て

伺
う
。
①
神
社
仏
閣
巡
り

を
含
め
た
観
光
の
現
状
に

つ
い
て
②
観
光
資
源
と
し

て
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に

つ
い
て
③
観
光
客
受
け
入

れ
整
備
に
つ
い
て
④
海
外

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
向
け
た

取
り
組
み
に
つ
い
て
。

①
歴
史
上
の
出
来
事

や
偉
人
の
足
跡
を
訪

ね
る
観
光
が
あ
る
一
方
で
、

古
く
か
ら
ご
利
益
で
広
く

知
ら
れ
て
い
る
嫁
い
ら
ず

観
音
院
の
よ
う
に
、
お
参

答答

答答

第
７
次
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
に
は
住

環
境
の
整
備
で
住
宅
新
築

補
助
制
度
や
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
で
の
移
住
者
数
、

い
ば
ら
ぐ
ら
し
お
試
し
住

宅
利
用
数
の
成
果
指
標
が

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
住
宅

新
築
補
助
制
度
な
ど
の
そ

れ
ぞ
れ
の
進
捗
度
や
令
和

５
年
度
以
降
の
移
住
・
定

住
施
策
の
方
針
に
つ
い
て

伺
う
。住

宅
新
築
補
助
制
度

に
よ
る
移
住
者
数
は
、

制
度
開
始
か
ら
令
和
４
年

２
月
末
ま
で
の
累
計
が

552

人
で
目
標
達
成
率
は
110
・

４
％
と
な
っ
て
お
り
、
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
で
は
制

度
開
始
か
ら

124
人
で

145
・

９
％
、
い
ば
ら
ぐ
ら
し
お

試
し
住
宅
利
用
数
は
制
度

開
始
か
ら
107
組
で
71・３
％

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
に

問

対
し
18
件
の
成
約
と
な
っ

て
お
り
一
定
の
成
果
は
あ

る
と
考
え
て
い
る
。
今
後

も
利
活
用
が
進
む
よ
う
周

知
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

天
神
峡
の
ト
イ
レ
整

備
に
つ
い
て
伺
う
。

お
も
て
な
し
の
心
で
観
光

客
の
リ
ピ
ー
タ
ー
化
と
計

画
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在

の
ト
イ
レ
は
５
か
所
中
、

４
か
所
が
汲
み
取
り
式
で

あ
る
。
汲
み
取
り
式
の
廃

止
又
は
簡
易
水
洗
へ
の
改

修
の
考
え
は
な
い
か
。

現
在
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
へ
委
託

し
清
掃
管
理
な
ど
環
境
衛

生
に
努
め
て
い
る
。
公
共

施
設
等
総
合
管
理
計
画
に

基
づ
く
個
別
施
設
計
画
の

策
定
の
中
で
利
用
状
況
な

ど
を
勘
案
し
、
見
直
し
を

検
討
し
て
い
く
。

つ
い
て
は
既
存
施
策
を
見

直
し
、
再
編
し
た
「
い
ば

ら
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ
ス
タ
ー
ト
応

援
メ
ニ
ュ
ー
」
と
合
わ
せ

て
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
や

お
試
し
住
宅
に
つ
い
て
も

利
用
者
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ

か
り
と
踏
ま
え
、リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
中
の
移
住・定
住
ポ
ー

タ
ル
サ
イ
ト
で
の
利
用
促

進
の
発
信
な
ど
、
移
住
・

定
住
人
口
の
獲
得
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

現
在
の
空
き
家
件
数

と
空
き
家
バ
ン
ク
制

度
へ
の
登
録
件
数
に
つ
い

て
伺
う
。

空
き
家
の
件
数
は
平

成
28
年
度
の
調
査
で

２
千

247
件
を
確
認
し
て
い

る
が
、
現
在
は
増
加
し
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
空
き
家
バ
ン
ク
へ
の

登
録
件
数
は
直
近
の
令
和

２
年
度
で
21
件
の
登
録
に

答

答 問

問答

問問

柳や
な
い井

　
一か

ず
の
り徳

無
所
属

沖お
き
ひ
さ久

　
教の

り
ひ
と人

無
所
属
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委 

員 

長　

荒
木　

謙
二

副
委
員
長　

西
村
慎
次
郎

委　
　

員　

上
野　

安
是

　
　

〃　
　

細
羽　

敏
彦

　
　

〃　
　

多
賀　

信
祥

　
　

〃　
　

原
田　

敬
久

　
　

〃　
　

三
宅　

孝
之

　
　

〃　
　

沖
久　

教
人

　
令
和
４
年
２
月
定
例
会
も
終
わ
り
、

令
和
４
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
メ
ン
バ
ー
で
の
議
会
だ
よ
り
の

編
集
も
早
や
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い

内
容
で
、
市
民
の
皆
様
に
読
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
創
意
工
夫
を
続
け
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
、
一
日
で
も
早
く
終
息
し
、

市
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
生
活

で
き
る
日
々
が
戻
っ
て
く
る
こ
と
を

切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。（

細
羽
敏
彦
）

市
議
会
の
傍
聴

市
議
会
の
傍
聴

　
市
議
会
の
本
会
議
及
び
委
員
会
は
一
般
に
公
開
し
て

い
ま
す
。
会
議
当
日
の
８
時
30
分
か
ら
市
役
所
５
階
の

議
会
事
務
局
で
受
付
い
た
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
傍
聴

で
き
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
議
会
事
務
局
で
傍

聴
券
の
交
付
を
受
け（
先
着
順
）、入
場
し
て
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止

の
た
め
、
傍
聴
さ
れ
る
場
合
は
、
次
の
点
に
つ
い
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
マ
ス
ク
の
着
用

・
備
え
付
け
消
毒
液
に
よ
る
手
指
の
消
毒

・
検
温
の
実
施
（
37
・
５
度
以
上
の
方
は
、
ご
遠
慮

願
い
ま
す
）

　井原市議会のホームページでは、平成２４年２月定例
会分から常任委員会の会議録（要点筆記）を公開してい
ます。また、平成９年３月定例会以降の本会議の会議録
を検索することができます。
   市のホームページから市議会ホームページへアクセス
し、「会議録」をクリックしてください。
　（井原市ホームページアドレス：
　　　　　　http://www.city.ibara.okayama.jp）
　なお、この会議録につきましては、正式な会議録とは
若干異なります。

〜 会議録の検索 〜

「QR コード」からも
アクセスできます。

６月定例会の仮日程

　日程については、６月７日（火）の議
会運営委員会で協議した後、ホームペー
ジ等でお知らせします。

６月１３日（月） 開 　 　 会
（ 市 長 の 提 案 説 明 ）

６月１５日（水） 一 般 質 問
６月１６日（木） 一 般 質 問
６月１７日（金） 一 般 質 問
６月２０日（月） 議 案 審 議
６月２１日（火） （ 建 設 水 道 委 員 会 ）

６月２２日（水） （ 市 民 福 祉 委 員 会 ）

６月２３日（木） （ 総 務 文 教 委 員 会 ）

６月２４日（金） （ 予 算 決 算 委 員 会 ）

６月２８日（火） 議 案 審 議 ・ 閉 会

　

井
原
市
議
会
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま
の

ご
意
見
・
ご
提
案
を
幅
広
く
集
め
て
、
今

後
の
議
会
活
動
に
役
立
て
る
た
め
、
公
民

館
な
ど
市
内
の
公
共
施
設
24
カ
所
に
、
議

会
へ
の
提
案
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
ご
提
案
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

〜 ご提案をお寄せ下さい 〜
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